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な研究成果や、レファレンスコレクション用の辞書、事典、年鑑、便覧、名鑑、統計類、雑誌のバックナンバーなど 基本的資料を急ぎ収集した。現地の新聞・雑誌の予約も行われた。その過程で明確に ったことは、日本の書籍市場では途上国からの輸入が非常に困難なことで、新刊書 古書





























物、政府刊行物、業界・団体出版物、ＮＧＯ・ＮＰＯ出版物、雑誌記事などを収集対象としてきた。これらの入手には国内の途上国関連出版物の情報把握が必要であった。一九八〇年創刊の「発展途上地域日本語文献目録」 （ 刊）は日本における途上国に関する出版物の 間サーヴェイであ 、同時に収集活動展開のための基本的ツールであった。 「途 資料センター」として国内の関係資料出 状況を全般的に調査し、その中から必要な資料を収集・提供することは依然として重要な役割であろう。
コレクション構築を進めるうえで当研究
所独自の組織的利点として、研究者と図書館員の協力関係、資料交換に利用できる研究所出版物、普段の海外研究者・図書館員との交流による情報入手等がある。このことはコレクションの質的レベル向上に大きな影響を及ぼした。この利点を生かしながら内外の出版事情やメディア 急速な変化に対応しつつ更なるコレクション充実を追求して行くことがこれからの課題となろう。
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